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平
成
２１
年
第
4
回
三
豊
市
議
会
臨
時
会
�

　
平
成
21
年
第
4
回
三
豊
市
議
会
臨
時
会
が
、
7
月
30
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
第
4
回
臨
時
会
に
お
い
て
は
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
2
件
、
一
般
会
計
及
び
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
を
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
�

　
臨
時
会
に
は
4
議
案
が
提
案
さ

れ
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
�

　
議
案
第
87
号
「
工
事
請
負
契
約

の
締
結
」
に
つ
い
て
は
、
市
内
全

域
を
対
象
と
し
た
、
デ
ジ
タ
ル
防

災
行
政
無
線
施
設
（
固
定
系
）
整

備
工
事
を
、
7
億
7
’
9
1
0
万

円
で
㈱
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
（
高
松

市
）
と
契
約
す
る
も
の
で
す
。
�

　
議
案
第
88
号
「
工
事
請
負
契
約

の
締
結
」
に
つ
い
て
は
、
詫
間
中

学
校
屋
内
運
動
場
建
築
及
び
太
陽

光
発
電
工
事
を
、
4
億
9
’
0
3
�

5
万
円
で
小
竹
興
業
㈱
（
高
松
市
）

と
契
約
す
る
も
の
で
す
。
�

　
議
案
第
89
号
「
一
般
会
計
補
正

予
算
」
に
つ
い
て
は
、
国
の
第
一

次
補
正
予
算
を
受
け
て
、
18
億
3
’

1
5
6
万
8
千
円
を
増
額
補
正
す

る
も
の
で
す
。
歳
出
の
主
な
も
の

は
、
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対

策
臨
時
交
付
金
事
業
と
し
て
、
市

道
維
持
管
理
事
業
、
幼
稚
園
・
小

学
校
施
設
耐
震
化
推
進
事
業
、
農

道
維
持
管
理
事
業
等
で
16
億
8
千

万
円
余
、
渇
水
対
策
事
業
で
1
億

3
千
万
円
余
で
す
。
�

　
議
案
第
90
号
「
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
」
に
つ
い
て
は
、
渇
水

対
策
配
水
管
布
設
工
事
等
、
渇
水

対
策
と
し
て
1
億
9
’
3
4
0
万

円
を
増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。
�
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�����　
３０
日
　
可
児
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老

朽
化
に
加
え
、
文
科
省
か
ら
「
学

校
給
食
衛
生
管
理
の
基
準
」
が
示

さ
れ
、
抜
本
的
な
対
応
が
必
要
と

な
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
の
手
法
に
よ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え

を
行
っ
た
。
平
成
19
年
の
二
学
期

か
ら
新
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
開
始

し
、
市
内
す
べ
て
の
小
・
中
学
校

へ
約
9，
3
0
0
食
を
提
供
し
て

い
る
。
施
設
の
維
持
管
理
や
給
食

の
配
送
業
務
等
は
民
間
委
託
し
て

い
る
が
、
給
食
の
献
立
や
食
材
の

購
入
・
調
理
業
務
は
市
の
責
任
に

お
い
て
実
施
し
て
い
る
。
�

　
安
心
で
安
全
な
給
食
の
提
供
が

一
番
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
も

給
食
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
今

後
の
対
応
が
急
が
れ
る
が
、
大
変

参
考
と
な
っ
た
。
�

　
1
日
　
総
合
病
院
中
津
川
市
民

病
院
　
中
津
川
市
に
は
、
中
津
川

市
民
病
院
と
坂
下
病
院
の
市
立
病

院
が
あ
る
。
病
院
事
業
は
独
立
採

算
が
原
則
だ
が
、
質
の
高
い
医
療

を
提
供
す
る
た
め
の
投
資
や
地
域

医
療
を
守
る
た
め
に
不
採
算
医
療

を
行
う
必
要
が
あ
り
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
り
出
し
を
受
け
て
い
る

が
、
平
成
19
年
度
末
に
は
資
金
不

足
が
生
じ
、
両
病
院
で
7
億
円
余

の
一
時
借
入
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

経
営
の
安
定
が
急
が
れ
て
い
る
。
�

　
市
は
「
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
ま
た
、
両
病
院
の
管

理
部
門
を
統
合
し
て
経
営
改
善
に

努
め
て
い
る
。
医
師
や
看
護
師
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
大
学
や
看
護

学
校
と
の
連
携
・
奨
学
金
制
度
の

活
用
等
に
よ
り
、
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
る
。
�

　
本
市
も
二
つ
の
市
民
病
院
と
組

合
立
病
院
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
�

　
2
日
　
各
務
原
市
「
瞑
想
の
森

市
営
斎
場
」
　
老
朽
化
し
た
火
葬

場
を
改
築
し
、
「
静
け
さ
と
自
然

に
帰
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
市

営
墓
地
と
火
葬
場
が
一
体
と
な
っ

た
公
園
墓
地
と
し
て
、
平
成
18
年

に
整
備
さ
れ
た
。
建
物
は
白
を
基

調
に
曲
線
を
生
か
し
た
斬
新
な
デ

ザ
イ
ン
で
、
待
合
室
に
は
ピ
ア
ノ

を
置
き
コ
ン
サ
ー
ト
も
時
々
開
催

し
て
い
る
。
火
葬
場
の
イ
メ
ー
ジ

を
変
え
る
も
の
で
あ
り
、
市
民
に

も
好
評
と
の
こ
と
で
あ
る
。
�

　
本
市
で
は
、
火
葬
場
の
老
朽
化

が
進
み
、
火
葬
場
建
設
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
大
変
意
義
の
あ
る

研
修
と
な
っ
た
。
�

���������������　
8
日
　
南
砺
市
　
市
内
に
は
、

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
合
掌
造

り
集
落
を
は
じ
め
、
伝
統
的
・
歴

史
的
な
観
光
資
源
が
多
数
存
在
し
、

市
で
は
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
魅
力

的
な
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
入
込
客
数

を
確
保
し
、
平
成
20
年
の
経
済
効

果
は
約
15
億
円
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
観
光
事
業
は
既
に
確

立
さ
れ
て
い
る
が
、
更
な
る
進
展

の
た
め
、
合
掌
造
り
集
落
を
観
光

の
柱
と
位
置
付
け
、
リ
ピ
ー
タ
ー

増
に
よ
る
口
コ
ミ
宣
伝
、
情
報
サ

イ
ト
及
び
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
、

旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
の
連
携
に

よ
る
観
光
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
企
画

販
売
等
の
施
策
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、
広
域
連
携
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。
本
市
に
お
け
る
観
光
資

源
の
発
掘
と
、
今
後
を
見
据
え
た

広
域
連
携
を
考
え
て
い
く
う
え
で

参
考
と
な
る
研
修
で
あ
っ
た
。
�

　
9
日
　
大
野
市
　
環
境
に
調
和

し
た
農
業
の
推
進
に
よ
り
付
加
価

値
を
高
め
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
目
指
す
と
と
も
に
、
魅
力
あ

る
「
食
」
を
提
供
す
る
農
業
の
発

展
を
図
る
た
め
、
五
年
間
の
基
本

的
施
策
の
方
向
性
を
示
す
「
食
・

農
業
・
農
村
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
た
。
そ
の
進
捗
状
況
の
評
価
と

検
討
を
進
め
る
た
め
、
農
業
者
・

消
費
者
・
農
協
・
行
政
等
で
構
成

さ
れ
た
推
進
委
員
会
を
設
立
し
、

「
越
前
お
お
の
型
農
業
の
確
立
」

を
目
標
と
し
て
い
る
。
個
々
に
詳

細
な
施
策
を
策
定
し
数
値
目
標
を

決
定
し
て
い
る
が
、
情
勢
の
変
化

に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
各
年

度
に
お
い
て
現
状
と
計
画
の
整
合

性
を
検
証
し
な
が
ら
、
進
行
管
理

と
推
進
に
努
め
て
い
る
。
本
市
に

お
け
る
将
来
を
見
据
え
た
農
業
振

興
を
図
る
う
え
で
参
考
に
な
っ
た
。
�

　
１０
日
　
小
野
市
　
「
播
州
そ
ろ

ば
ん
」
や
「
播
州
鎌
」
に
代
表
さ

れ
る
地
場
産
業
は
、
か
つ
て
は
産

業
の
中
核
と
し
て
伝
統
的
に
継
承

さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
は
市
場
の

縮
小
や
将
来
的
な
不
透
明
感
に
よ

り
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

市
で
は
、
「
伝
統
技
術
継
承
と
そ

ろ
ば
ん
加
工
産
地
と
し
て
の
再
生
」

を
掲
げ
、
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、

地
場
産
業
が
勝
ち
残
っ
て
い
く
た

め
に
、「
意
識
改
革
と
体
制
強
化
」

等
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
小
野
市
に

は
、
こ
れ
ら
地
場
産
業
の
技
術
を

延
長
し
た
部
分
で
大
企
業
も
数
多

く
立
地
し
、
伝
統
産
業
と
新
し
い

産
業
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
大
変
参
考
と
な
っ
た
。
�

　
こ
の
他
１０
日
に
、
加
古
川
食
肉

地
方
卸
売
市
場
で
、
三
豊
市
・
観

音
市
牛
枝
肉
共
励
会
を
視
察
し
た
。
�

▲　大野市役所にて�

▲公園墓地として整備された　瞑想の森�
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�
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庫
県
小
野
市
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古
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食
肉
地
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市
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�


